
 

 

  

 

 

 

 

 

７月１８日（日）、第４４回礼高祭が行われました。 

昨年度は感染症の影響で実施できませんでしたが、今 

年度は「完全燃焼」というテーマのもと、２年ぶりの 

開催となりました。 

昨年度から生徒会執行部や３年生を中心に計画し、 

準備を進めて来ました。今年度の食品販売は、感染症 

対策のため従来の模擬店やバザー等ではなく、外部か 

ら取り寄せて販売しました。アミューズメントの出店、 

理科実験教室、壁画やポスター・パンフレット作り、 

各学級の発表と、一人が何役もこなす準備は大変でしたが、当日に来校される方々に喜んで頂くため、また、

自分たちの学校祭を成功させるために４６名が思いを一つにして取り組みました。 

お忙しいところ、ご来校いただきありがとうございました。また、ポスターの掲示等、ご協力いただいた地

域の皆様にもこの場をお借りして感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４号 

令和３年７月２７日 

北海道礼文高等学校 

http://www.rebun.hokkaido-c.ed.jp 

外注販売・広報責任者  相馬 遥翔（３Ａ） 

 今年は学校祭が出来てとても良かったと思います。初

めての試みで礼文島では食べられない物を、全国各地か

ら仕入れ売ることにしました。礼高祭当日では、見事に

完売したので良かったと思います。 

アミューズＡ責任者  野崎 桂佑（３Ａ） 

 学校祭の経験が少なく何から手をつければ良いのか分

からない状態で準備始めましたが、周りの生徒や先生、

地域の方々の協力により、全ての出し物を完成する事が

できました。準備も含めとても楽しかったです。 

壁画・装飾責任者  高道  築（３Ａ） 

 今回の学校祭は多人数での実施ということもあり壁画

を２枚作成しました。１、２年生が初めてにも拘わらず

積極的に行動し、スムーズに完成することができました。

最後の学校祭が素晴らしいものになって良かったです。 

アミューズＢ責任者  高木 海渡（３Ａ） 

 私たちは滑り台を作りました。最初はできるのかなと

思っていましたが、壊れずに完成することができました。

来校いただいた皆さんにも楽しんでいただけたので大満

足でした。来年もまた来てください。 

フォトコンテスト責任者  新元  優（２Ａ） 

 たくさんの人に作品を見てもらうことができました。

準備も予定通りに進めることができ、協力して作品を作

る事ができて良かったです。また、たくさんの投票あり

がとうございました。 

理科実験教室責任者  佐藤 真士（２Ａ） 

 沢山の人に楽しんでもらえる実験を考えました。調整

する点が多く巨大シャボン玉ができなかったので、もう

少し日にちが欲しかったです。当日は、来た人みんなが

笑顔で楽しかったと言ってくれました。 

１年クラス発表  勝田 愛理（１Ａ） 

 初めての学校祭で無事にステージ発表ができて良かっ

たと思います。１年生はダンス発表でしたが、全員が揃

って練習できない日々が続きました。当日はしっかり踊

ることができてクラスの仲も深まったと感じました。 

２年クラス発表  佐々木 雅歩（２Ａ） 

 初めての学校祭はとてもドキドキしたものでした。ク

ラス全員ですべての動画を見るという時に編集が間に合

わなくなり、朝一番のバスで来て間に合わせたのは、す

ごく良い思い出になりました。 

３年クラス発表  川村 貫輔（３Ａ） 

 ３年生にとって最後の学校祭でした。準備期間中は、

実行委員の活動などで、なかなか全員が集まってダンス

練習や動画編集をするのは難しかったですが、何とか当

日には良い物にすることができて良かったと思います。 

軽音楽部ライブ  部長 小本 航也（３Ａ） 

 コロナ禍でライブをすることができた事に感謝してい

ます。沢山のお客様の前で自分達の練習の成果を十分に

発揮することができ、見ている方々に元気を届けること

ができ、とても良かったと思います。 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月９日（金）「みんなで考えよう～よりよい高校生活のために」と言うタイトルで 

全校保健指導を行いました。前半は①発作を起こす病気の対応、②ＬＧＢＴ、③新型 

コロナワクチンの予防接種の３つについて養護教諭より説明があり、後半はそのテー 

マを受けて全校生徒が８つの班に分かれ、グループワークを行いました。生徒一人一 

人が付箋を利用しながら、どうしたらお互いが安心して過ごせる学校になるかを一生 

懸命に考えました。また、３年生は各グループのリーダーとなって意見を引き出し、 

まとめてくれました。礼高生が真剣に考え、話し合う姿は大変頼もしく、その様子からも、お互いを尊重し合

い、認め合うことのできるよりよい礼文高校になると感じ取ることができました。グループ毎に模造紙にまと

めたものを校内に掲示していますので機会があれば是非ご覧ください。 

 

 

７月６日(火)に、遠隔事業第1回対面授業が実施されました。遠隔授業システムを 

通して授業を行っている３つの科目（１年生：書道Ⅰ、２年生：数学Ｂ、３年生：英 

語会話)を担当している３名の先生が北海道有朋高等学校から来校しました。生徒たち 

は普段の遠隔授業ではできない特別なアクティビティに意欲的に取り組んでいました。 

担当の先生方も生徒の成長を間近に見ることで遠隔授業での取り組みの成果を感じていました。 

 

 

 昨年度の海外交流事業（現２学年）が延期、今年度の１学年も延期となり、しばらく 

アメリカとの交流が途切れていましたが、先日ＺＯＯＭでミーティングを行いました。 

毎年お世話になっているスーパーバイザーの阿岸様をはじめ、ドン＆ジュディ、姉妹 

校であるジョン・ミュアー・ミドルスクールのテッド先生、 

生徒のみなさんと１時間ほど交流をしました。テッド先生に英語のことわざについ 

ての授業や本校生徒の自己紹介とアメリカに関する質問など、９０００Ｋｍ離れて 

いても日米で楽しい時間を共有できた心温まるミーティングとなりました。 

セラミック栽培 種付け体験学習 
６月２３日（水）、２年生の選択科目「生活産業基礎」

の７名が「ふるさと応援体験道場 礼文番屋」でセラミッ

ク栽培の種付け体験学習をさせていただきました。「礼文

番屋」ではレタスのセラミック栽培に取り組んでおり、栽

培から出荷までを学習させていただきました。海産物と共

に、安全で新鮮なものを島の人達に味わってもらいたいと

いう願いが込められていることを知ることができました。 

 生徒は種付け体験に苦戦し 

ましたが、「礼文番屋がどん 

な場所か知らなかったけれど、 

島を支える施設であると知っ 

た」など新しい発見をした時 

間になりました。 

地学基礎実習 地層岩石観察 
 ７月６日（火）３年生の選択科目「地学基礎」

の授業において礼文島北部の３カ所で地層や岩石

の観察実習を行いました。浜中ではひび割れた堆

積岩の隙間にメノウ石ができる様子を、鉄府では

平らな形をした頁岩やダイナミックな玄武岩を間

近に観察出来ました。澄海岬では柱状節理や堆積

岩、砂丘跡等、美しい海以外にも地学的な見所が

沢山あることがわか 

りました。この実習 

についてアドバイス 

を頂いた教育委員会 

の高橋様にお礼を申 

し上げます。 



 

 ８月行事予定                 ９月行事予定 
１日（日） 夏季進学講習            ６日（月） 全校集会 

１９日（木） 夏季休業明全校集会        １０日（金） 夏季体育大会 
２６日（木） オープンスクール         ２９日（水） 前期終業式 
３１日（火） 前期期末考査（～９月３日（金））  ３０日（木） 学期間休業（～１０月１日） 


